
～振り返りにより「学びの自覚化」を促す実践を通して～

市原市立千種中学校

・授業に参加していても理解できず、学習に対する
意欲を持てない生徒が存在する。

・特に数学については、過去三年の全国学力・学
習状況調査の全国平均を下回っている。

（Aでは関数の分野、Bでは事象の理由を説明する
ことに課題がある。）

3

⇩ 具現化するために

『基礎的・基本的な知識の定着と

それらを活用する能力の育成』
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４月 全国学力・学習状況調査の実施（１８日）
H３１（R1）の研究計画の立案

５月 各教科の研究計画
７月 全国学力・学習状況調査結果の提供（７月末：文科省から）
８月 「振り返り」の研修会
９月 全教員で調査結果の分析（校内研修）

１０月 検証授業①②（事前・事後調査問題の検討、指導案検討）
「学力・学習状況」検証事業研修会（２４日）
検証授業②（事前調査問題の実施及び授業）
学力向上交流会発表原稿作成

１１月 学力向上交流会
１月 検証授業③（事前・事後調査問題の検討、指導案検討）
２月 課題に関する取組事例の校内取りまとめ

研究報告書作成
研究計画書作成

9

①定期的な教科部会を開催し、「振り返り」の検討、実践をして

いる。各教科での実践内容を全職員で把握する時間を特設し、

共有した。

②夏季休業中に南房総教育事務所の指導主事を招聘し、

「振り返りの意義と実践」というテーマで研修会を実施した。

③１０月２９、３０日に「振り返り」を意識した授業研修会を

実施した。

④学年会で家庭学習のあり方について検討し、どの学年も名称は

異なるものの、１日１ページの家庭学習を実践している。
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①１０月２９日に全国学力・学習状況調査で出題された問題や過
去の入試問題を参考に文章読解と「振り返り」の活用を目的とし
た授業研究を実施した。

②毎時間授業終わりに「自己評価カード」を活用し、自分の言葉
で記入させている。

（「わかった」「できた」ではなく、「何が分かったのか」や
「どんなことができなかったのか」）１０時間で１枚の記入が終
わる書式で、１枚の記入が終わるごとに提出させる。また、指導
者は書かれている内容を評価し、よく表現できているものを他の
生徒に紹介し、参考にさせている。

11 12



13 14

15 16



17

③定期テストで、テスト範囲の数学の専門用語につ
いて確認する。用語の意味が正しく理解できているか、
日々の授業や定期テストの問題で確認している。

④定期テスト返却後に期間をおいて、「振り返りテ
スト」と称し、定期テストに出題した基本の知識・技
能の再確認をしている。
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①各教科の取り組みについて

・「自己評価カード」への記入内容がより具体的になってきた。

⇩

「何がわかって何がわからなかったのか」がより明確に

・振り返りの場が、お互いを認め合う場面に。

・技能教科においても、思考力の高まりが見受けられる。

・生徒同士の会話や声掛けが増えてきた。
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②数学科の取り組みについて

・「自己評価カード」や「振り返りシート」の記述を少しでも

書く生徒が増えた。

・１年生については、数学に対するイメージができつつある。
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・前時の最後の振り返りを次時に生かす手法の研究。

・理解しきれていない生徒への支援が不十分。

・「自己評価カード」の記入時間の確保。

・「自己評価カード」の内容の充実。

・数学に苦手意識を持つ生徒への初期段階でのアプローチの仕

方。

・研究の成果（授業改革）の捉え方。
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